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2020年 10月 1日号 

№25 対策本部ニュース 
発行：全建総連コロナ対策本部 

東京都新宿区高田馬場 2-7-15 

 

諸要求と組織拡大の実現を新形態で訴え 

神奈川県連がオンラインで生活危機突破へ総決起集会を開催 

神奈川県連は９月２日に対県交渉、同９日に「生活危機突破・諸要求実現・拡大月

間成功総決起集会」を実施。コロナ禍のもとで大きな打撃を受けている地域建設業と

そこに働く技能労働者への支援や、現場での感染拡大防止対策などの実現を求めると

ともに、組合拡大の決意を固めました。 

 

本集会は新型コロナウイルス感染防止の観点から、例年行って

いた関内ホールでの集会・デモ行進を取りやめ、初めての試みと

なるインターネットでのライブ配信での開催となりました（建設

プラザかながわを収録会場とし、動画共有サービス「YouTube(ユ

ーチューブ)」により配信）。 

開会のあいさつで塚本会長は、組合がコロナ対策の相談を１万

件以上対応し、仲間の雇用と営業を守る取り組みに全力を挙げて

きたことにふれ、「相談活動で広がった神奈川県連への信頼を力に、あらゆる工夫を

▲集会は建設プラザかながわで収録され YouTube で配信されました＝９月８日 

塚本会長があいさつ 
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つくして、仲間に訴え、組合員拡大に取り組もう」と呼びかけま

した。 

仙田書記長は基調報告で、建設労働者の処遇改善をこの秋の重

点運動課題としたうえで、「現場訪問、企業交渉などにおいて、コ

ロナ禍のもとでの賃金・単価引き上げ、新型コロナウイルス感染

症対策などしっかり現場の要求をぶつけていくことが必要」と訴

えました。 

８月 28 日のアスベスト裁判勝利判決の模様と原告の声を放送し、改めて運動の大

きな前進を確認しました。 

本集会は、来賓に直接参加してもらうかわりに、ビデオメッセージを寄せてもらう

形式としました。特に、地元選出国会議員からは、今までにないほどの賛同・応援が

寄せられ、組合運動を政治に伝えるうえで大きなつながりを得ることができました。 

集会終了後には、県知事宛の個人請願書名 17,865 筆を代表団が県庁に提出しまし

た。 

直接集まることができなくても、要求実現をすすめ、団結を強めることができまし

た。配信を通じて、組合内部だけでなく、広く社会に向け、「エッセンシャルワーカ

ー」である建設労働者の存在アピールすることにも成功しました。新しい運動のスタ

イルとして今後の展望を切り開きました。 

 

 

（神奈川県建設労働組合連合会発） 

ＳＮＳで組合運動を発信 

 

集会に向けた盛り上がりをつくる

ため、神奈川県連では Twitter（ツ

イッター）の公式アカウントを開

設。組合運動の様子や、建設労働者

の仲間の声、賛同する団体・議員か

らのメッセージを発信しました。 

ＳＮＳの活用によって、組合外部

の多くの人に私たちの取り組みを伝

えることができます。例えば８月に

行った早朝現場宣伝の投稿はおよそ

3,000 人もの人に届きました。これ

からも積極的に社会に向けた情報発

信を続けていきます。 

総決起大会配信

先の QR コード 


